
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「元気づくり大学」開校記念シンポジウム  
「元気づくりシステム」の人材育成、及び同システム全国普及の協力体制の構築  

   予防を主軸とした地域包括ケアの展開を担う人材の育成機関、「元気づくり大学」が開校したことを  

記念して、「元気づくりシステム」関係者が一堂に会したシンポジウムを開催しました。  

   全国から、市町村長、並びに高齢者福祉政策担当職員の他、市町村健康維持増進、介護予防事業関係

者６９名が参加して、「元気づくりシステム」の導入による多様な効果について学びました。  

日   時：平成 26 年 8月 20日(水)  13:30〜17:30  

会   場：フクラシア浜松町  

            東京都港区浜松町1-22-5  浜松町センタービル 6階  

主   催：一般社団法人元気なまち協創日本  

共   催：一般社団法人元気づくり大学  

            一般社団法人元気クラブいなべ  

協   賛：近畿日本ツーリスト株式会社  

            株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所  

後   援：厚生労働省 

会長挨拶：三重県いなべ市	
 日沖	
 靖市長	
 

来賓挨拶：厚生労働省老健局	
 高橋謙司振興課長	
 

「元気づくりシステム」導入報告	
 

福島県伊達市	
 仁志田昇司市長	
 

「元気づくり大学」開校宣言	
 

一般社団法人元気づくり大学	
 大平利久学長	
 

市町村高齢者福祉政策担当職員、他の皆様	
 



「元気づくり大学」開校記念シンポジウム概要報告  

□	
 参加団体（主催、共催、協賛、後援を除く27団体、全参加者68名）  

○	
 自治体   三重県いなべ市、山形県最上町、宮城県村田町、福島県伊達市、福島県玉川村、栃木県芳賀町、  

群馬県富岡市、茨城県東海村、埼玉県桶川市、埼玉県小鹿野町、千葉県一宮町、静岡県御殿場市、

静岡県静岡市、石川県、愛知県名古屋市、京都府八幡市、奈良県吉野町、大阪府堺市、  

和歌山県新宮市、広島県北広島町、熊本県南関町、鹿児島県日置市（22自治体）  

○	
 各種団体   蒲郡市観光協会、(公財)岐阜観光コンベンション協会、(公社)伊勢志摩観光コンベンション機構、  

(一財)どんぐり財団、(株)ライフ出版社（5団体）  

□  プログラム  

1. 開会挨拶   浜田靖彦（一般社団法人元気なまち協創日本  代表理事）  

2. 会長挨拶   日沖   靖（三重県いなべ市長、元気な地域づくりを考える首長研究会  会長）  

3. 来賓挨拶   高橋謙司（厚生労働省老健局  振興課長）  

4. 開校宣言   大平利久（一般社団法人元気づくり大学  学長）  

   (一社)元気づくり大学  大平利久学長は、開校の趣旨について、「いなべ市で開発し成功した

元気づくりシステムを、全国で役立てていただくため。」とした上で、「元気づくり大学では、

市町村による同システムの導入を支援するため、現場を運営するコーディネーターの人材育成

カリキュラムを充実させた。さらに、(一社)元気づくり大学、(一社)元気なまち協創日本と先行

導入市町との間で協力協定が締結され、それぞれの市町に地域校（地域キャンパス）が設置さ

れたこと、並びに多様な主体の協力体制が整い、全国普及が可能となった。」と概説されました。  

5. 人材育成協定のご報告  

   元気づくりシステム開発元の、いなべ市福祉部長寿福祉課  伊藤俊樹課長、先行導入地域の  

南関町  本山一男副町長、同じく北広島町福祉課  多田誠子課長から、(一社)元気づくり大学、  

(一社)元気なまち協創日本と、それぞれの市町の3者で、「元気づくりシステム全国普及に伴う  

人材育成事業に関する協定」を締結したことが報告されました。  

6. 先行導入市町から元気づくり大学へのエール（シンポジウム   第1部）  

   先行導入地域の活動に参加する高齢者の生の声や、いきいきとした姿を写した動画が紹介さ

れました。続いて、南関町  本山一男副町長、北広島町福祉課  多田誠子課長から、元気づくり

システム導入後の現場の様子や、行政の立場としての感想について、また、今後期待される政

策効果について報告されました。その後、参加首長から意見と感想をいただきました。  

7. 福島県伊達市から日本が変わる！（シンポジウム   第2部）  

   福島県伊達市健康福祉部健康推進課  菅野恭子主任保健師から、元気づくりシステムの導入計

画が報告されました。続いて、福島県伊達市  仁志田昇司市長は、同システム導入の動機につい

て、「元気づくりシステムは、従来の健康づくり活動を『大衆運動』に変えていく可能性がある

と感じた。特に地域の小拠点を活用する手法に意義を感じている。」と述べられました。  

   続いて、愛媛大学付属病院  総合診療サポートセンター  櫃本真聿センター長から、「元気づく

りシステムは地域づくり活動である。高齢者の生活を支える多様な関係者との連携、元気な高

齢者がいきいきと活動する機会と場づくりが次の目標ではないか。」など、同システムに対する

期待を述べられました。その後質疑応答となり、参加者から熱心な感想が寄せられました。  

8. 閉会挨拶   浜田靖彦（一般社団法人元気なまち協創日本  代表理事）  


